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で用いるボール及びバットを用い，地上 0.8m の高さに設置したボールを各 30 球打ち，両競技での打撃
パフォーマンスの測定を行った．その結果，スイング速度はソフトボール用バットを用いた場合の方が大
きかった（野球打撃：35.9 ± 0.6 m/s vs. ソフトボール打撃：39.3 ± 0.9 m/s）．インパクト時のボール中
心からバット芯までの距離は野球打撃の方が短く（野球打撃：18 mm vs. ソフトボール打撃：29 mm），イ
ンパクト位置の再現性（標準偏差の小ささで評価）も野球用バットの方が高かった（野球打撃： 9 mm vs. 
ソフトボール打撃：15 mm）．また，インパクト時のバットの長軸の傾きを示す Tilt Angle は野球打撃の方が
有意に大きかった（野球打撃：-22.8 ± 0.8º vs. ソフトボール打撃：-21.2 ± 1.0º）が，インパクト前 5 ミリ
秒間のバット先端の軌道を示す Horizontal Angle は 2 つの打撃で有意な差は認められなかった（野球打
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Ⅱ. 方法  
1. 被験者と課題 
選手 A（大学男子ソフトボール部所属，捕手，





径：約 97 mm，質量：約 187.8 g，ミズノ製）を 5 球
ずつ交互に合計 60 球（野球打撃 30 球及びソフ
トボール打撃 30 球）打たせた．ティーに設置され













ーマンスの変化を防ぐために 2 分間の休憩を 1 セ
ット（5 試行）の後に与え，各試行間のインターバ










2 台 の高 速 度 カメラ（図 1A，camra1 および 
camera2，Fastec Imaging 社製 Trouble Shooter，
撮 影 速 度 ： 1000 フ レ ー ム 毎 秒 ， 露 光 時 間 ：
1/10000 秒）を同期し，インパクト前後約 0.1 秒
のボールおよびバットの様 子 を撮 影 した．1 台
（camera1）はホームベースから投 球方 向 に対 し
垂直に，もう 1 台（camera2）は捕手側 6 m に設置
した．ホームベースの先端を Global 座標系 XYZ
の原点とした（図 1B）．バットのグリップ付近（バッ
ト先端から 450 mm の位置）には反射テープを巻
き，バットのヘッド先端には白色テープと反射マ
ーカーを貼付し，解析の際のバット位置の指標と
した．Adair (2002) によると，バット先端から 152 
mm の位置でボールとバットが衝突した際に打球
飛 距 離 が 最 大 に な る ． ま た ， Cross (1998) や
Crisco et al (2001) はバット先端の 1 次振動モー
ドの節と 2 次振動モードの節の間（バット先端から












ソフト Frame Dias Ⅳ (DKH 社製) を用いデジタ
イズした（図 2）．全 60 試行で算出したバット先端




からグリップ付近のマーカーの距離は 453 ± 0.4 


























（図 4）を用いた．  
 
 
図 3. Tile Angle の定義 
 











その Xbat軸方向の距離と Zbat軸方向の距離，Tilt 








グ速度（野球打撃：35.9 ± 0.6 m/s vs. ソフトボ
ール打撃：39.3 ± 0.9 m/s）（図 5），インパクト時
のボール中心とバット芯の距離（野球打撃：18 ± 
9 mm vs. ソフトボール打撃： 29 ± 15 mm）（図
6），インパクト時のボールとバット芯のバット上の
長軸方向の位置（野球打撃：-5 ± 16 mm vs. ソ
フトボール打撃： -26 ± 18 mm）（図 6），インパク
ト時のボールとバット芯のバット上の短軸方向の
位置（野球打撃：10 ± 7 mm vs. ソフトボール打
撃： 3 ± 10 mm）（図 6），インパクト時の Tilt 
Angle（野球打撃：-22.8 ± 0.8° vs. ソフトボー
ル打撃： -21.2 ± 1.0°）（図 7）において有意差
が 認 め ら れ た （ p<0.001 ） ． イ ン パ ク ト 時 の
Horizontal Angle（野球打撃：2.0 ± 1.2° vs. ソ




図 5. スイング速度の比較 *** p<0.001 





図 6. 野球打撃 30 試行のインパクト位置（  ）と平均位置（  ） 
及びソフトボール 30 試行のインパクト位置（  ）と平均位置（  ） 
 
  





撃時のスイング速度（39.3 ± 0.9 m/s）の方が野
球用バットを用いたティー打撃時のスイング速度







因かもしれない．しかし，Tabuchi et al. (2007)が
測定した大学野球選手 8 名のスイング速度は約


















さ れ な い オ ー プ ン ル ー プ制御に より行 わ れ る
（Tresilian, 2004）．もし，選手 A がバットの長さの







はバットの芯をバット先端から 150 mm （Adair, 
2002）と定義した．しかし，本測定で用いた 2 種類
のバットは材質，形状，全長などが異なるため，





端から 102 mm ～ 178 mm）を有効な打撃部位











る選 手 A の Horizontal Angle（野 球 打 撃  ≒ 
2.0°，ソフトボール打撃 ≒ 1.5°）も，ほぼ水平
（レベルスイング）であったことから，選手 A は野球
転向に向けて Horizontal Angle を大幅に変更す
る必要はないかもしれない．また，インパクト時の
Global-XZ 平面上に投影したバットの傾きを表す
Tilt Angle に関 しては，野 球 打 撃 の際の Tilt 
Angle（22.8 ± 0.8°）の方がソフトボール打撃の
際の Tilt Angle （21.2 ± 1.0°）よりも森下ら
（2012）が報告した大学野球選手のバットの傾斜
角度（Tilt Angle）（27.8 ± 6.9º）に近い値を示し











もし，バットの Tilt Angle が選手 A の打撃におい
て重要な要因であるとすれば，野球打撃で思うよ
うな打撃パフォーマンスができていない場合はバ









向：野球打撃 ＝ ± 16 mm vs. ソフトボール打
撃 = ± 18 mm，バット短軸方向：野球打撃 ＝ 
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